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未
来
へ
の
希
望
を
胸
に 

― 

成
人
式  　
　



　

７
月
で
二
十
歳
に
な
り
、
先
日
の

成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
会
う
富
岡
町
の
同
級
生
と
は
、
震

災
当
日
の
こ
と
、
思
い
出
話
や
そ
れ

ぞ
れ
の
近
況
な
ど
、
話
が
尽
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

私
は
現
在
、
美
術
の
勉
強
を
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
知
識

　

成
人
式
を
迎
え
た
事
で
私
達
は

無
事
、
新
成
人
と
し
て
の
大
人
の

仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
地

元
で
あ
る
富
岡
町
で
成
人
式
を
行

う
事
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

多
く
の
同
級
生
が
同
じ
場
所
に
集

い
、
こ
の
栄
え
あ
る
日
を
共
に
祝

う
事
が
出
来
、
感
謝
の
気
持
ち
で

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
大
き
な
節
目
で
あ
る
成
人

を
む
か
え
、
自
分
自
身
の
行
動
に

責
任
を
持
ち
、
今
ま
で
以
上
に
一

生
懸
命
学
問
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
思
い
で
す
。
ま
た
、
よ
り
一

層
人
生
を
楽
し
め
る
よ
う
な
趣
味

を
見
つ
け
、
自
分
自
身
を
見
つ
め

る
こ
と
で
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
に
入
っ
て
美
術
館
に
足
を

運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
り
、
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
り
、
色
々

な
人
と
関
わ
る
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
そ
の
た
び
に
自
分
の
未
熟
さ
、

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

思
え
ば
、
あ
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
は
や
２
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
震
災
当
初
は
、
事
の
重

大
さ
を
知
ら
ず
に
何
気
な
く
避
難

生
活
を
送
っ
て
い
た
私
も
、
今
こ

う
し
て
故
郷
の
富
岡
町
に
帰
る
事

が
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
、
将

来
に
対
し
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
、
私
が
避
難
し
て

い
る
い
わ
き
市
の
駅
前
で
は
、
復

興
へ
の
願
い
を
込
め
、
夜
ノ
森
の

桜
並
木
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
を
観
る
と
、
綺
麗
な
は
ず
な

技
能
や
知
識
の
足
り
な
さ
を
実
感

す
る
日
々
で
す
。
成
人
式
で
、
同

じ
学
生
や
、
働
い
て
い
る
友
達
と

話
し
、
自
分
自
身
の
生
き
方
を
考

え
る
こ
と
に
前
向
き
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
無
い

よ
う
な
苦
労
や
悩
み
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
社
会
人
と
し
て
何

事
に
も
真
摯
な
態
度
で
向
き
合
い
、

こ
れ
か
ら
の
日
々
を
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

の
に
、
一
時
帰
宅
で
見
た
変
わ
り

果
て
た
富
岡
町
を
思
い
出
し
て
し

ま
い
、
何
と
も
切
な
い
気
持
ち
に

駆
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
富
岡
町
民
と
し
て
成

人
を
迎
え
た
以
上
、
本
物
の
桜
並

木
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
私
達
も

一
人
一
人
が
今
出
来
る
事
を
真
剣

に
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
簡
単
な
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
故
郷
へ
の
思

い
を
強
く
持
ち
続
け
、
あ
き
ら
め

な
い
気
持
ち
で
、
一
歩
ず
つ
前
へ

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

富岡二中出身及び夜の森地区のみなさん

（3）　広報とみおか

根本佳奈さん 相沢賢吾さん

「
成
人
を
迎
え
て
」

「
故
郷
を
取
り
戻
す
た
め
に
」

　

平
成
25
年
富
岡
町
成
人
式
が
１

月
13
日
、
ベ
ル
ヴ
ィ
郡
山
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、華
や
か
な
着
物
や
ス
ー

ツ
姿
の
新
成
人
１
２
８
人
が
全
国

各
地
か
ら
郡
山
市
に
集
合
し
、
再

会
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
出
席
者

全
員
で
国
家
を
斉
唱
。
遠
藤
町
長

が「
今
後
、
よ
り
一
層
知
性
を
磨

き
心
身
を
練
磨
し
、
社
会
人
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
を
備
え
た
若
人

と
し
て
、
真
実
一
路
に
自
ら
の
人

生
を
切
り
拓
い
て
い
か
れ
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
」と
式
辞
を
述

べ
、
新
成
人
代
表
の
相
沢
賢
吾
さ

ん（
富
一
中
卒
）に
成
人
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
に
続
き
、
新
成
人
を

代
表
し
て
根
本
佳
奈
さ
ん（
富
二

中
卒
）が「
富
岡
町
の
再
生
の
た
め

に
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

模
索
し
、
一
歩
一
歩
着
実
に
社
会

人
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

社
会
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
で
は
、
富
岡
町
出
身

の
渡
辺
俊
美
さ
ん（
猪
苗
代
湖
ズ
）

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
、「
Ｉ 

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

ｙ
ｏ
ｕ 

＆ 

Ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｄ 

ｙ
ｏ
ｕ
ふ
く
し
ま
」

や
、
ふ
る
さ
と
富
岡
へ
の
郷
愁
を

歌
っ
た「
夜
の
森
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
故
郷
の

風
景
を
思
い
出
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
合
い
な
が
ら
、
時
間

を
忘
れ
懐
か
し
い
思
い
出
を
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。

富岡一中出身及び富岡地区のみなさん

祝
平
成
25
年
富
岡
町
成
人
式
１
８
６
人
の
新
た
な
門
出

広報とみおか　（2）



そ
の
他

▼
東
京
電
力
の
補
償
に
つ
い
て
課

税
と
な
る
も
の

・
就
労
不
能
等
に
伴
う
損
害（
休

業
補
償
）対
価
性
が
な
い
た
め

一
時
所
得
に
該
当

・
営
業
損
害（
農
業
、
不
動
産
も
含
む
）

そ
の
ま
ま
事
業
所
得
の
収
入
金
額

と
な
る
。
通
常
通
り
必
要
経
費
を
控

除
し
て
所
得
が
発
生
す
れ
ば
課
税

・
検
査
費
用

　

業
務
用
資
産
等
に
対
す
る
も
の

は
収
入
金
額
と
な
る
が
追
加
的

費
用（
必
要
経
費
）と
相
殺

・
財
物
価
値
の
減
少
等

　

棚
卸
資
産
に
対
す
る
も
の
は
事
業
所

得
の
収
入
金
額
と
な
る
が
必
要
経
費

を
控
除
し
所
得
が
発
生
す
れ
ば
課
税

※
農
業
、
不
動
産
、
営
業
な
ど
賠

償
金
の
支
払
い
を
受
け
た
明
細

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
22
年
・
23
年
分
の
申
告
に
つ
い
て

  

平
成
22
年
・
23
年
分
が
未
申
告
の
方
に

つ
い
て
も
、
合
わ
せ
て
申
告
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
で
き
る
だ
け
必
要

書
類
を
お
持
ち
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
災
害
に
よ
り
必
要

書
類
が
不
足
す
る
場
合
も
記
憶
を
元

に
あ
る
程
度
ノ
ー
ト
等
に
ま
と
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
）

①
平
成
22
年
〜
24
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
は
、
申
告
期
限
が

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
し
、
未
だ
確
定
申
告

が
お
済
み
で
な
い
場
合
、
同
時

に
住
民
税
等
の
課
税
が
延
長
さ

れ
る
た
め
、
所
得
証
明
書
・
課

税
証
明
書
等
の
発
行
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

所
得
証
明
書
等
は
各
自
治
体
や

保
育
所
入
所
、
大
学
進
学
等
で

提
出
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

各
証
明
書
等
の
発
行
を
必
要
と

す
る
場
合
は
、
こ
の
機
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

②
東
京
電
力
の
就
労
不
能
、農
業
、

不
動
産
、
営
業
の
補
償
に
つ
い

て
包
括
請
求
を
し
た
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
該
当
年
の
収
入
に
割
り

振
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
東

京
電
力
と
の
合
意
が
25
年
中
に

な
っ
た
場
合
、
24
年
分
と
25
年

分
が
平
成
25
年
分
の
収
入
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
包
括
請
求
よ
り
前
の
補

償
に
つ
い
て
は
、
合
意
し
た
日

が
収
入
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
所

得
税
等
の
課
税
額
が
多
く
な
り
、

扶
養
か
ら
外
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

重
要
な
お
知
ら
せ

問い合わせ先一覧
問い合わせ内容 問い合わせ先 電話番号

登録手続きに関する 
お問い合わせ先

国土交通省東北運輸局福島運輸支局 050（5540）2015
いわき自動車検査登録事務所 050（5540）2016

登録手続きの代行に関する
問い合わせ先 南相馬自家用自動車組合 0244（23）2850

上記以外の自動車税に関する
問い合わせ先 福島県相双地方振興局県税部 0244－26－1127

（5）　広報とみおか

申告相談日程表

月　日 受付場所
（時間は各場所とも９：30～15：30）

２月18日（月） 大玉出張所
２月19日（火） 大玉出張所
２月20日（水） －
２月21日（木） 三春出張所
２月22日（金） 三春出張所
２月25日（月） 郡山事務所
２月26日（火） 郡山事務所
２月27日（水） 郡山事務所
２月28日（木） 郡山事務所
３月１日（金） 郡山事務所
３月４日（月） 郡山事務所
３月５日（火） 郡山事務所
３月６日（水） －
３月７日（木） いわき出張所
３月８日（金） いわき出張所
３月11日（月） いわき出張所
３月12日（火） いわき出張所
３月13日（水） いわき出張所
３月14日（木） いわき出張所
３月15日（金） いわき出張所

あなたの自動車は正しく登録されていますか
　自動車税は、毎年４月１日（午前零時）現在で、自動車を所有している方（割賦購入の場合は使用者）
に課税されます。自動車を下取りに出したり、他人に譲り渡したり、廃車した場合には、３月末まで
に必ず運輸支局で名義変更や抹消登録の手続きをお願いします。これらの手続きが遅れた場合には元
の所有者に課税されることとなります。
　また、自動車税の納税通知書は運輸支局に登録されている住所に送付されます。町役場で住所変更
の手続きをしても、自動車検査証の住所は変更されませんので住所が変わったときには、速やかに運
輸支局に変更登録の手続きをしてください。
　なお、原子力災害等により一時的にお住まいを異動されている方は、必ず郵便局へ転送届けを提出
してください。

も
う
す
ぐ
確
定
申
告
で
す
。
書
類
等
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？
町
で
行
う
平
成
24
年
分
の
所
得
税
と
町
・
県
民
税
の

申
告
相
談
が
２
月
18
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
所
得
税
の
申
告
期
限
は
延
長
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
昨
年
と
同
様

に
、
郡
山
市
、
い
わ
き
市
、
三
春
町
、
大
玉
村
の
４
会
場
で
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　

申
告
が
必
要
な
人
は
、
平
成
25

年
１
月
１
日
現
在
で
本
町
に
住
所

が
あ
り
、次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

▼
給
与
・
年
金
等
の
収
入
が
あ
り
、

年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な
い
人

▼
営
業
・
農
業
・
不
動
産
等
の
収

入
が
あ
っ
た
人

▼
一
時
所
得（
生
命
保
険
の
満
期

返
戻
金
な
ど
）・
配
当
所
得（
株

式
の
配
当
な
ど
）が
あ
っ
た
人

▼
還
付
を
う
け
る
人

申
告
に
必
要
な
も
の

①
所
得
に
関
す
る
も
の

▼
給
与
や
年
金
の
収
入
が
あ
る
人

　

平
成
24
年
分
の
給
与
所
得
・

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

（
平
成
24
年
中
に
退
職
し
た

人
は
退
職
所
得
源
泉
徴
収

票
）／
東
京
電
力
か
ら
の
就

労
不
能
分
の
明
細

▼
農
業
所
得
が
あ
る
人

年
間
収
支
計
算
内
訳
書
／
農
産

物
出
荷
証
明
書
な
ど（
東
京
電

力
の
補
償
含
む
）

▼
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

　

年
間
収
支
計
算
内
訳
書
／
支
払
い

　

調
書
な
ど（
東
京
電
力
の
補
償
含
む
）

▼
営
業
所
得
が
あ
る
人

　

年
間
収
支
計
算
内
訳
書（
東
京

電
力
の
補
償
含
む
）

▼
譲
渡
所
得（
土
地
、
建
物
な
ど

の
売
買
）が
あ
る
人

　

売
買
契
約
書
の
写
し
／
領
収
書

な
ど

※
農
業
、
不
動
産
、
営
業
な
ど
は

支
払
っ
た
領
収
書
が
経
費
に
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
そ
ち
ら
も

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
控
除
に
関
す
る
も
の

▼
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人

生
命
保
険
料
／
個
人
年
金
保
険
料
／

介
護
医
療
保
険
料
の
支
払
証
明
書

▼
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人

平
成
24
年
中
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
、
介

護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
等
の
支
払
い
証
明

▼
地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人

　

地
震
保
険
料
／
旧
長
期
火
災
保

　

険
料
の
支
払
証
明
書

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

病
院
・
薬
局
等
で
発
行
す
る
領

収
書

▼
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
／
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
／
療
育
手
帳
／
介

護
保
険
被
保
険
者
証
／
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
証

▼
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
人

源
泉
徴
収
票（
給
与
、
年
金
所
得

者
の
場
合
）／
家
屋
の
登
記
簿

謄（
抄
）本
／
住
民
票
の
写
し
／

工
事
請
負
契
約
書
又
は
家
屋
の

売
買
契
約
書
の
写
し
／
建
築
確

認
通
知
書
又
は
検
査
済
証
の
写

し（
増
改
築
等
の
場
合
）／
住
宅

取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
等
証
明
書

問 

税
務
課 

課
税
係

広報とみおか　（4）

所得税と
町・県民税申告相談
日時／２月18日（月）～３月15日（金）日時／２月18日（月）～３月15日（金）



お知らせ

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
向
け
復
興
・

復
旧
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災

及
び
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
を
目
指
す
中
小
企
業
向
け
の

補
助
・
融
資
・
雇
用
支
援
制
度
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
申
請
期

間
を
平
成
25
年
２
月
28
日(

木)

ま

で
延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
制
度
内
容
等
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
種
相
談
窓
口
も
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑴
空
き
工
場
・
空
き
店
舗
等
に
よ

　

る
事
業
再
開
支
援
事
業

・
概
要

　

空
き
店
舗
等
を
借
り
て
事
業
再

開
・
継
続
す
る
中
小
企
業
等
の

支
援
事
業

・
支
援
内
容　

　

店
舗
借
上
費
用
・
設
備
の
移
設

費
用
・
店
舗
改
装
費
用
・
代
替

設
備
の
借
上
費
用
の
一
部
補
助

（
原
状
復
帰
す
る
た
め
の
経
費

に
限
る
）

・
補
助
率

　
【
全
壊
・
警
戒
区
域
等
】

　

補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３

以
内

　
【
半
壊
】　

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

・
補
助
金
額

　

25
万
円
以
上
500
万
円
ま
で（
製

造
業
者
は
50
万
円
以
上
２
，

５
０
０
万
円
ま
で
）

⑵
工
場
店
舗
等
再
生
支
援
事
業

・
概
要

　

県
内
に
お
い
て
店
舗
の
建
替
・

購
入
・
修
繕
し
て
事
業
再
開
・

継
続
・
被
災
時
の
従
業
員
数
を

維
持
す
る
こ
と
の
要
件
を
満
た

す
中
小
企
業
等
の
支
援
事
業

・
支
援
内
容

　

店
舗
の
建
替
・
購
入
・
修
繕
費

用
の
一
部
補
助（
原
状
復
帰
す

る
た
め
の
経
費
に
限
る
）

※
土
地
購
入
・
造
成
費
用
は
対
象
外

・
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内

・
補
助
金
額

　

50
万
円
以
上
500
万
円
ま
で（
製
造
業

者
は
100
万
円
以
上
３
，０
０
０
万
円

ま
で
）

⑶
産
業
復
興
支
援
事
業

・
概
要

　

被
災
時
の
従
業
員
数
が
100
人

以
上
で
あ
り
、
被
災
時
の
従

業
員
数
の
８
割
以
上
の
雇
用

を
行
い
、
建
て
替
え
費
用
が

１
億
５
千
万
円
以
上
で
県
内
に

お
い
て
工
場
の
建
て
替
え
ま
た

は
購
入
、
修
繕
し
事
業
再
開
す

る
こ
と
の
要
件
を
満
た
す
中
小

企
業
等
の
支
援
事
業

・
支
援
内
容

　

工
場
の
建
替
・
購
入
、
被
災
し

た
工
場
・
設
備
等
の
修
繕
費

用
・
移
転
費
用
、
代
替
設
備
の

取
得
費
用
の
一
部
補
助

※
土
地
購
入
・
造
成
費
用
は
対
象
外

・
補
助
率

　

助
対
象
経
費
の
５
分
の
１
以
内

・
補
助
金
額

　

１
事
業
所
あ
た
り
、
最
大
10
億

円
を
限
度
と
す
る
。

▼
申
し
込
み
期
間

　

平
成
25
年
２
月
28
日

▼
申
し
込
み
先

　

最
寄
り
の
地
方
振
興
局（
地
域

づ
く
り
・
商
工
労
政
課
）で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
、
窓
口
ま
た
は
福
島
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
東

日
本
大
震
災
関
連
情
報「
中
小

企
業
等
復
旧
・
復
興
支
援
策
に

つ
い
て
」 

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問 

福
島
県
庁
商
工
労
働
部

　

 

企
業
立
地
課（
製
造
業
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
８
０

商
業
ま
ち
づ
く
り
課（
卸
売
・
小
売
業
）

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
９
９

商
工
総
務
課（
サ
ー
ビ
ス
業
他
）

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
７
０

犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

　

緊
急
災
害
時
動
物
救
援
本
部
で

は
、
避
難
先
で
暮
ら
す
犬
や
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

助
成
は
先
着
順
と
な
っ
て
お
り
、

予
定
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終

了
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▼
助
成
額

・
オ
ス
の
去
勢
手
術
費
用
の
補
助

　

１
頭
に
つ
き
５
千
円

・
メ
ス
の
不
妊
手
術
費
用
の
補
助

　

１
頭
に
つ
き
１
万
円

※
一
世
帯
に
つ
き
、
犬
・
猫
合
わ

　

せ
て
３
頭
ま
で
。

▼
実
施
期
間

　

平
成
25
年
３
月
末
ま
で

▼
申
込
方
法

　

申
請
用
紙（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
災
害
版
】（
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
生

活
支
援
・
絆
情
報
）か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。）に
必

富岡町の明日を見つめて…
「第２回 咲くら・希望のつどい」開催のお知らせ
１．日　時　　３月９日（土）　午前11時30分～
２．場　所　　迎賓館グランプラス
　　　　　　　　福島県郡山市安積町笹川字雷堂10－３
　　　　　　　　※詳細は、２月15日発行の「広報とみおか
　　　　　　　　　お知らせ版」でお知らせします。

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
か
か

り
つ
け
の
動
物
病
院
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
福
島
県
外
に
避
難
さ
れ
て
い
る

　

方
は
、
事
前
に（
公
社
）日
本
愛

玩
動
物
協
会
担
当 

白
井
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

緊
急
災
害
時
動
物
救
援
本
部

　

不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
事
業

（
公
社
）日
本
愛
玩
動
物
協
会

　

担
当 

平
井
・
白
井

　

☎
０
３-

３
３
５
５-

７
８
５
５

（7）　広報とみおか

お知らせ
平
成
25
年
度

町
臨
時
職
員
登
録
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
必
要
に
応
じ
臨
時
職

員
登
録
者
の
中
か
ら
各
種
補
助
員

と
し
て
雇
用
し
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
雇
用
期
間
は
不
確
定
と

な
り
ま
す
。

▼
職
務
内
容

　

一
般
事
務（
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
が
出
来
る
方
）、
避
難
者
支

援
業
務

▼
雇
用
期
間

　

６
ヶ
月
以
内（
た
だ
し
、
必
要

と
認
め
る
と
き
は
更
新
可
能
）

▼
職
務
時
間

　

町
職
員
の
勤
務
時
間
に
準
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
職
務
に
よ
り
勤
務
時

間
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▼
申
込
手
続
き

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
総
務
課
に
郵
送

又
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
の
現
住
所
欄
に
住
民
登

録
の
あ
る
住
所
、
連
絡
先
欄
に

避
難
先
住
所
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
期
間

　

２
月
５
日（
火
）か
ら
２
月
22
日

（
金
）ま
で（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

郵
送
の
場
合
、
２
月
22
日
当
日

消
印
有
効
。

問 

総
務
課 

総
務
係

県
民
健
康
管
理
調
査「
甲
状
腺
検

査
」説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大
学

で
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
甲
状

腺
検
査
の
内
容
、
甲
状
腺
に
関
す

る
医
学
的
特
徴
等
を
紹
介
・
説
明

す
る
こ
と
で
甲
状
腺
検
査
の
理
解

促
進
を
図
り
、
小
児
甲
状
腺
が
ん

に
対
す
る
不
安
を
軽
減
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
県
民
健
康
管
理
調

査「
甲
状
腺
検
査
」説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

参
加
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、

説
明
会
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
際
は
、

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
程

・
２
月
10
日（
日
）

　

二
本
松
市
安
達
文
化
ホ
ー
ル

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
２
月
24
日（
日
）

　

白
河
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

・
３
月
10
日（
日
）

　

伊
達
市
保
原
市
民
セ
ン
タ
ー

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
３
月
24
日（
日
）

　

会
津
大
学
講
堂

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
対
象
者

甲
状
腺
検
査
の
対
象
と
な
る
方

及
び
そ
の
保
護
者

▼
内
容（
予
定
）

・
甲
状
腺
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

　

と
甲
状
腺
検
査
の
目
的

・
甲
状
腺
検
査
の
実
際

※
検
査
の
実
演
若
し
く
は
Ｖ
Ｔ
Ｒ

　

上
映

・
甲
状
腺
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

・
質
疑
応
答

問  

福
島
県
立
医
科
大
学
放
射
線

　

医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４-

５
４
９-

５
１
３
０

　
９
時
〜
17
時（
土
日
、祝
日
を
除
く
）

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

助
成
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
支
援
を

受
け
、
生
後
６
か
月
〜
中
学
３
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ん
に
対
し
、
10

月
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
一
部
助
成
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
接
種
期
間
は
平
成
25
年

１
月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
接
種
費
用
の
助
成
申
請

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
請

書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【
災
害
版
】

（
カ
テ
ゴ
リ
ー
：
健
康
調
査
・
健

康
管
理
）よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
た
だ
く
か
、
健
康
づ
く
り
係

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
期

間
は
平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。

問 

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係

富
岡
町
生
活
支
援
貸
付
金
の

返
済
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴

い
平
成
23
年
３
月
28
日
か
ら
平
成

23
年
12
月
末
日
ま
で
、
生
活
支
援

金
の
貸
付（
１
人
２
万
円
）を
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
支
援
金
は

貸
付
期
日
か
ら
１
年
以
内
に
ご
返

済
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す（
平
成
24
年
12
月
末
現
在
の

返
済
人
数
１
，１
９
３
人
）。

　

返
済
方
法
は
、
富
岡
町
役
場
郡

山
事
務
所
出
納
室
へ
ご
持
参
い
た

だ
く
か
、
左
記
口
座
に
お
振
込
み

く
だ
さ
い（
振
込
み
手
数
料
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
）。

▼
口
座
振
込
み
に
よ
る
ご
返
済

　

銀
行
名　

東
邦
銀
行
富
岡
支
店

　

口
座
番
号　

２
５
３

　

名
義
人　

富ト
ミ
オ
カ
マ
チ
カ
イ
ケ
イ
カ
ン
リ
シ
ャ

岡
町
会
計
管
理
者

※
振
込
み
の
場
合
、
備
考
欄
に「
貸

　

付
金
返
済
」と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
納
付
書
に
よ
る
ご
返
済

町
指
定
の
金
融
機
関
を
ご
利
用

の
場
合
は
、
納
付
書
に
よ
る

返
済
が
可
能
で
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い（
手
数
料
は
無
料
で

す
）。

問 

出
納
室

広報とみおか　（6）
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いわき市好間町に高齢者の生活支援拠点がオープン

避難生活を乗り越え、健やかに暮らしていただくために
ー郡山に老人ホーム東風荘が開所ー

とととぴぴぴぴぴっ すっっっ すすすすすすすく

　富岡町として県内４ヵ所目の高齢者向け生活
支援拠点となる「富岡町高齢者等サポート施設
“笑顔”」がいわき市好間町にオープンし、１月
９日に開所式が行われました。
　式では遠藤町長が「避難生活が長期化してい
ることで、要介護となる高齢者が増えている。
関係各所のご協力を仰ぎながら一人ひとりに寄
り添った支援を心がけたい」とあいさつ。式後、
施設の概要が説明されました。
　同施設はクリナップキャリアサービスが運営
にあたり、避難生活を送る高齢者への生活相談
や健康管理指導などを行うほか、富岡町民と地
元いわき市民との交流の場としても、今後の利
活用が大いに期待されるところです。

問 富岡町高齢者等サポート施設“笑顔”
　　　　☎ 0246－38－3123
　（いわき市好間町上好間字道成川原15－8）

施設外観

明るく開放的な浴室も完備

　富岡町立養護老人ホーム「東風荘」（運営：伸
生双葉会）が郡山市内に完成し、１月17日、開
所式が行われました。
　既存の東風荘は、震災の影響で再開の目途が
立たないことから、福島県や郡山市など関係機
関の協力を受けて建設され、今年１月７日より
供用を開始しました。
　開所式では、関係者によるテープカットに続
き、遠藤町長が「震災時は県内各地の施設や病
院に入所者を受け入れていただいた。長い間ご
不便をおかけした入所者の皆さんには、これか
ら健やかに過ごしていただきたい」とあいさつ。
宮本町議会議長、原郡山市長、坂本県議会議員
らが祝辞を述べました。
　施設内は、食堂兼集会室や事務室などがある
「セキレイ通り」、浴室や静養室などがある「つ
つじ通り」、個室やデイルームなどがある「さく
ら通り」の３フロアで構成され、入所者の皆さ
んが快適に生活を送れる開放的で明るい空間と
なっています。
　　　　　　　  問 健康福祉課 または
    　　　　　　　 東風荘 ☎ 024－953－6464
　　　　　　　　 （郡山市菜根2丁目15番15号）

施設外観

浴室

食堂兼集会室 個室

（15）　広報とみおか
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富岡町住民意向調査
ご協力ありがとう
ございました

　平成24年12月３日付けで、復興庁・
福島県・富岡町で実施いたしました
富岡町住民意向調査ですが、平成25
年１月７日到着分の調査票までを対
象とし、集計作業に移らせていただ
いております。
　ご回答いただきました町民の皆様、
ありがとうございました。
　なお、結果はまとまり次第ご報告
させていただきます。
　
調査対象者数　　　　１３，１９１人
回 答 者 数　　　　　７，５００人
回 答 率　　　　　５６．８６％

とととぴぴぴぴぴっ すっっっ すすすすすすすく

　東日本大震災以降、富岡町では農業の復
旧見通しが立たない状態が続いており、特
に圃場については、雑草の繁茂によって除
染や営農に大きな障害が出ると危惧されて
います。
　そのため、富岡町農業委員会では昨年12
月26日に「富岡町内農地に関する要望書」を
町へ提出し、警戒区域の見直しに合わせて
町内の農業復旧・復興に向けた取り組みを
早急に進めるよう、下記のとおり支援を要
請しました。

　東日本大震災により、全国の方々から町へ義援
金をいただきました。いただいた善意は、今後も
町の復旧・復興及び町民の皆さまのため有効に使
わせていただきます。
・これまで寄せられた義援金
　４億8,384万3,540円（12月末日現在）
・配分された額
２億3,994万円（同）

富岡町農業委員会より町内農地に関する要望書を提出

遠藤町長に要望書を手渡す中野正幸会長ら委員の皆さん

町への要望事項
１．農地保全と営農意欲維持のため、町基金等の活用による国に先行した農地除染
（草刈り等）を実施すること。

２．農業再生のため、町独自でも実証実験等（継続事業も含める）による新たな農業
構築への取り組みを行うこと。

３．農業関係団体等からなる復興協議会（仮称）を設立し、将来の農業再生のための
計画を作成すること

温かいご支援に感謝いたします
全国の皆さまより義援金を

いただきました

　平成24年11月～12月に義援金をいただいた企業・
団体・個人名を掲載いたします（順不同・敬称略）。
井戸川自転車店・備前商工会議所青年部・西川忠・
岩渕康治・キタノマサユキ・ワイニングバーカ
ンティネッタバルベーラマネージャー森勝寛・
湖南市産業経済懇話会・国方敬子・三嶋正之・
吉田雄二・木元久雄・福島県子ども会育成会連
合会会長夏井隆一・広川賢二・オモイオモイの
募金缶・柳秀直・北品川二丁目会金子正秀・佐
藤大士・橋本照・株式会社ニック代表取締役社
長松浦豊喜
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とととぴぴぴぴぴっ すっっっ すすすすすすすく

　郡山市南一丁目応急仮設住宅に入居する
富岡町民と川内村民によるパトロールボラ
ンティア「おだがいさま隊（筒井康弘隊長）」
の発隊式が、12月22日、同仮設住宅敷地内
の高齢者支援センター「ゆふね」で行われま
した。
　おだがいさま隊は、同仮設住宅入居者の
安否確認や防犯・事故防止の啓蒙活動を行
うボランティア団体で、仮設住宅のパトロー
ル隊としては郡山市緑ヶ丘、いわき市好間
町に次ぐ３番目の発足となります。
　発隊式で遠藤町長は「避難当初、川内村に
は大変お世話になり、現在は両町村間で信
頼関係が築かれている。今回、川内村の皆
さんとの発隊となったが、町村民の心の安
定のためにもぜひ頑張っていただきたい」と
あいさつを述べ、隊員の皆さんを激励。式
のあと隊員の皆さんが仮設住宅内を見回り、
住民の安全・安心のためのパトロール活動
を行っていました。

仮設住宅居住者の安全・安心を守る
南一丁目仮設ボランティア「おだがいさま隊」結成

困難に立ち向かい、稽古に励む
富岡町少年剣道団にスポーツ大会出場激励金を交付

遠藤町長から帽子とタスキの贈呈を受ける筒井康弘隊長

住民宅を
パトロール

　全国選抜国体強化大会である第43回久枝
剣道大会ならびに第10回イーハトーブ花巻
剣道大会に出場する富岡町少年剣道団に、
12月26日スポーツ大会出場選手等激励金が
交付されました。
　交付式では遠藤町長から代表者２名に激
励金が手渡され、選手を代表して佐藤広彩
君（平三小２年）が「本日はありがとうござい
ました。大会では精一杯頑張ってきます」と
御礼のことばを述べ、同席した選手ととも
に大会での健闘を誓っていました。

　堀川　堅太（平 二 中３年）　　坂本　一真（大　玉　中３年）
　佐藤　直哉（郷ヶ丘小６年）　　渡辺　茉優（中央台北小６年）　　堀川　佳乃（郷ヶ丘小６年）
　佐藤　愛唯（関本一小６年）　　坂本　遥香（大　山　小６年）　　佐藤　大弥（平 三 小５年）
　坂本　琢真（大 山 小３年）　　佐藤　広彩（平　三　小２年）

◇激励金交付式に出席した選手（敬称略）
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）
（注）№43のみよし前交差点については地上10㎝で30マイクロシーベルト超の測定結果となりました。
　　現在、町が所有する放射線測定機器は30マイクロシーベルトまでしか測定できないため、上記表示となっております。

No. 測定場所
１月８日（晴れ）
地上１ｍ 地上10cm

37 小浜住宅団地内公園前 5.73 9.77 
38 双葉環境センター 3.43 7.53 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 6.15 8.39 
40 深谷集会所 8.35 8.93 
41 赤坂神社前 9.10 12.50 
42 太平洋ブリーディング前 17.10 29.20 
43 みよし前交差点 13.50 （注）30以上
44 富岡自動車学校前 9.57 18.70 
45 リフレ富岡 5.71 6.23 
46 東洋育成園前 5.88 9.31 
47 富岡インター駐車場 6.08 7.70 
48 上手岡児童館 4.14 4.83 
49 下千里ライスセンター前 4.34 7.62 
50 舘山荘前 5.38 7.27 
51 夜の森つつみ公園 6.78 6.72 
52 総合グラウンド東側駐車場 6.97 10.00 
53 華の樹前 8.40 10.10 
54 宝泉寺前 4.24 7.15 
55 国道６号第二原発入口前 1.56 2.23 
56 猪狩スタンド前 1.78 3.07 
57 なべや駐車場前 1.59 3.41 
58 大東銀行富岡支店前 3.20 4.20 
59 富岡漁港 1.77 0.82 
60 サンライズイン富岡前 1.31 2.64 
61 福島富岡簡易裁判所前 3.25 5.66 
62 ヨークベニマル富岡店前 3.18 4.55 
63 今村病院前 5.51 8.75 
64 福島銀行富岡支店前 2.83 4.68 
65 龍台寺前 3.12 5.34 
66 清水団地前 3.07 4.29 
67 猪狩電気通信工業前 2.92 4.15 
68 上郡消防屯所 2.69 4.07 
69 岩井戸鉱泉 1.55 2.19 
70 富岡工業団地 2.12 2.45 
71 成沢の滝入口 1.83 8.89 
72 沼名子橋 3.45 5.09 

No. 測定場所
1月11日（晴れ）
地上１ｍ 地上10cm

１ 下千里消防屯所 4.20 7.14 
２ 上千里消防屯所 2.73 3.54 
３ 杉内消防屯所 3.41 5.31 
４ 第二工業団地入口 6.23 9.09 
５ 高津戸集会所 7.33 11.30 
６ 富岡第二中学校東側 5.29 12.70 
７ 新夜ノ森集会所 8.99 12.20 
８ 夜の森公園南側 3.95 8.39 
９ 松の前待避所 12.50 17.90 
10 小良ヶ浜集会所 8.08 10.10 
11 町境（小良ヶ浜地区） 10.80 11.70 
12 深谷消防屯所 8.62 9.46 
13 富岡野球場 6.32 9.22 
14 観陽亭前 1.72 3.38 
15 富岡合同庁舎西側 4.15 4.38 
16 富岡養護学校 5.09 11.30 
17 老人福祉センター 9.43 20.20 
18 夜ノ森駅 8.78 9.51 
19 王塚集会所 6.43 9.29 
20 諏訪神社前 4.50 4.72 
21 上本町消防屯所 4.03 5.43 
22 上本町集会所 3.39 4.02 
23 リベラルヒルズ入口 3.69 5.74 
24 赤木集会所 2.76 4.16 
25 上郡山集会所 2.44 2.98 
26 太田集会所 1.51 2.24 
27 原下消防屯所 1.76 2.39 
28 富岡駅 1.07 2.28 
29 清水消防屯所 2.68 4.95 
30 役場 2.60 2.81 
31 浄化センター 1.09 1.71 
32 毛萱集会場 0.70 0.61 
33 富岡保育所 2.80 4.29 
34 中央児童館 3.52 4.93 
35 栄町駐車場 2.54 3.37 
36 岩井戸消防屯所 2.11 2.78 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）
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　現在、空気が乾燥して全国で火災が多発傾向
にあります。
　特に屋外で火気の使用を実施した際、強風
にあおられて火災となってしまうことが多く、
いったん発生した火災は延焼拡大する恐れが高
いので注意が必要です。

　乾燥注意報とは、火災の危険が大きいと予想され
る場合に火災予防のために気象台が発表する注意報
です。
　火災発生の危険が著しく大きい場合で、一定の気
象条件を満たした場合には、火災警報を発令して特
別な厳戒態勢をとります。

　屋外で多発している火災の原因として、たき火等
が挙げられ、火災に至る理由は次のようになります。
◆飛び火により他へ延焼する。
◆風にあおられて炎が拡大する。
◆自然に消えると思い放置した。
◆消したつもりで残っていた火種で再燃する。

　◇空気が乾燥する季節

　◇乾燥注意報とは？

　◇屋外で発生しやすい火災

消すまでは　出ない行かない　離れない

屋外での火災に注意しましょう！

問 富岡消防署 ☎０２４０‒２５‒８５６３
　 楢葉分署 ☎０２４０‒２５‒２１１９

富岡消防署からのお知らせ

～平成24年度全国統一防火標語～
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発行　富岡町　〒963－0201　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－5
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　☎0120－33－6466  FAX 024－945－0348
○いわき出張所
　〒970－8026
　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　☎0120－33－6466  FAX0246－88－1975
○三春出張所
　〒963－7719
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100－１
　☎0120－33－6466  FAX0247－62－0901
○大玉出張所
　〒969－1302
　福島県安達郡大玉村玉井字台45－１
　☎0120－33－6466  FAX0243－48－1147
・大玉仮設診療所
　〒969－1302
　福島県安達郡大玉村字横堀平158－10
　☎0243－48－4710  FAX0243－48－4710
○富岡町議会事務局
　〒963－0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－５
　☎0120－33－6466  FAX024－961－3441


